
１． 系統一覧表とは

・言語の使用場面，単元名，言語活動，表現例について，小学校から高等学校までのつながりを示したもの。

・小学校から高等学校までの学習内容の系統性を把握することができ，児童の発達段階や学習段階を踏

まえた系統的な指導を充実させることができる。

３． 系統一覧表の見方

２． 活用のポイント

Point 1

指導する単元前後の学習内容を踏まえて，単元のゴールを明確にする！

指導する単元以前にどのような学習をしてきたのか，この先の学習にどうつながっていくかを把握することで，単元の

ゴールを明確にすることができる。

Point 2

小学校教員はもちろん，中学校・高等学校教員にも役立つ資料となる！

児童生徒の学びの系統性を踏まえることの重要性は「みやぎの英語教育推進計画」にも述べられている。この一覧表を

活用し，既習表現を意図的に繰り返し扱うことで学習の定着を図ることや，先を見通した授業づくりを行うことが期待できる。

◎指導する単元：
５年生 〔誕生日にほしいもの〕

『誕生日や好きなものを尋ね合う』
“My birthday is ～.”
“What do you want for your 
birthday?” “I want a ～.”と
伝え合う言語活動

○以前の単元：
４年生〔ピザ作りにほしい野菜〕

『オリジナルピザを作ろう』
“What do you want?” 
“I want ～, please.”を用いて，ほしい
野菜を尋ねたり答えたりする言語活動

○以降の単元：
６年生〔自分の町にほしいもの〕

『自分の町にほしいものを伝える』
“We have ～. / We don’t have
～.” “I want a ～.”を用いて，町に
あるものやないもの，ほしいものを発
表する言語活動

系統一覧表について


